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 正答数が７．７問と県、全国よりも低い。平均正答率も５５％（県６６％、全国６７．２％）と同様の結果で

ある。３問のみ正解の児童が９．５％と、県（２％）や全国（１．８％）と比べて非常に多い。 

 特に、「A話すこと・聞くこと」の問題の正答率が、県、全国と比べると大きく低くなっている。「①言葉の特

徴や使い方に関する事項」と合わせて課題となっている。 
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 正答率が５１％（１６問中８，２問正答）と県（６３％）、全国（６２．５％）と比べて１０％以上低い。 

１６問中５問正答という児童が１２．２％と割合が多く、県や全国（共に４．４％）の約３倍になっている。ま

た、３問以下の正答率の児童が１７．６％と、県（６．８％）や全国（６．４％）と比べて非常に多い。 

 「A 数と計算」の領域では、県や全国よりも１６％以上も低く、「C（ⅱ）変化と関係」「D データの活用」と

合わせて課題と考えられる。 

平均正答率 国 語 算 数 

  本 校 ５５％ ５１％ 

神奈川県 ６６％ ６３％ 

全 国 ６７．２％ ６２．５％ 

 都田小学校 神奈川県 全  国  

正答数（１４問中）  ７．７  ９．３  ９．４ 

A 話すこと・聞くこと ５８．６ ７０．４ ７２．６ 

B 書くこと １７．６ ２５．６ ２６．７ 

Ｃ読むこと ６０．８ ７０．４ ７１．２ 

①言葉の特徴や使い方 ５６．８ ７０．１ ７１．２ 

②情報の扱い方 ５６．８ ６４．３ ６３．４ 

 都田小学校 神奈川県 全  国  

正答数（１６問中） ８．２ １０．１ １０．０ 

A 数と計算 ５１．６ ６７．１ ６７．３ 

B 図形 ４３．２ ５０．０ ４８．２ 

Ｃ（ⅱ）変化と関係 ６１．５ ７２．３ ７０．９ 

Ｄデータの活用 ５２．７ ６５．２ ６５．５ 


